
リスクを確認した

ことがある

74.0%

リスクを確認した

ことがない

26.0%

豪雨災害に関する意識についてのアンケート結果（抜粋）

基本情報 アンケート 【問１】

R1年度実施 R4年度実施 R5年度実施

調査時期 10月 11月 11月

対象者
（県政モニ
ター）

399人
（湖東圏域
３６人）

297人
（湖東圏域
３１人）

295人
（湖東圏域
２６人）

回答数
358人
（回収率
89.7%）

240人
（回収率
80.8%）

262人
（回収率
88.8%）

R1

※四捨五入により割合の合計が100％にならない場合があります。

10･20歳代

6.4%

30歳代

10.9%

40歳代

20.9%

50歳代

22.1%

60歳代

20.7%

70歳以上

19.0%

10･20歳代

7.1%

30歳代

12.1%

40歳代

17.5%

50歳代

17.9%

60歳代

19.2%

70歳以上

26.3%

大津地域

30.7%

湖南地域

27.9%甲賀地域

6.1%

東近江地域

16.5%

湖東地域

10.1%

湖北地域

5.9%

湖西地域

2.8%

大津地域

23.3%

湖南地域

22.5%

甲賀地域

11.7%

東近江地域

15.8%

湖東地域

12.9%

湖北地域

10.4%

湖西地域

3.3%

年齢

年齢

地域

地域

近年、全国各地で水害や土砂災害が毎年発生しており、報道等により事前にリスクを確認するよう広報されていますが、
あなたはご自宅のリスクを確認したことがありますか。 （単一回答）

リスクを確認した

ことがある

81.7%

リスクを確認した

ことがない

18.3%

リスクを確認した

ことがある

72.3%

リスクを確認した

ことがない

27.7%

アンケート 【問2】

問１で「リスクを確認したことがある」と回答された方にお聞きします。それはどのような方法で確認しましたか。 （複数回答）

6.2％

35.6％

36.1％

86.6％

3.6％

38.8％

35.7％

88.8％

0 20 40 60 80 100(％)

R1

R4

R5

１．市町が配布した

洪水ハザードマップ（防災マップ）

２．市町のホームページ
（インターネット）

３．滋賀県防災情報マップ

（インターネット）

４．その他

市町が発信する情報（洪水ハザードマップや
ホームページ）を確認した方の割合が増加傾向にある

アンケート 【問３】

問１で「リスクを確認したことがない」と回答された方にお聞きします。自宅のリスクを確認しない理由は何ですか。（複数回答）

4.4％

10.3％

13.2％

41.2%

6.8％

20.5％

40.9％

25％

36.4%

0 10 20 30 40 50(％)

R1

R4

R5

54.4%
46.5%

１.自宅は被害に遭わないと思っているから

２.ハザードマップ（防災マップ）を
持っていないから

３.リスクを確認する方法を知らないから

4.ハザードマップ（防災マップ）を
持っているが見方がわからないから

5.その他

R１ R5

「ハザードマップを持って
いない」と回答した方の
割合が増加

ハザードマップを持っているのに、
活用に至っていない方も

資料5

R4

R5 10･20歳代

6.1%

30歳代

13.7%

40歳代

17.6%

50歳代

19.1%

60歳代

19.5%

70歳以上

24.0%
大津地域

24.4%

湖南地域

26.0%甲賀地域

9.9%

東近江地域

14.9%

湖東地域

9.9%

湖北地域

10.7%

湖西地域

4.2%

年齢 地域

R４

75.7%

３２.４%

41.3%

5%

42.4%

28.3%

5.1%

3%



豪雨災害に関する意識についてのアンケート結果（抜粋）

アンケート 【問４】

滋賀県では、大きな河川の氾濫だけではなく身近な水路や小河川の氾濫も含めた「地先の安全度マップ」という
水害リスク図を公表しています。あなたは、「地先の安全度マップ」を知っていますか。 （単一回答）

知っている

50.8%
知らなかった

（このアンケートで

初めて知った）

49.2%

知っている

38.8%

知らなかった

（このアンケートで

初めて知った）

61.2%

増加傾向

アンケート 【問５】

豪雨により自分の周りで水害や土砂災害の危険性が高くなってきた場合、 「指定された避難場所に避難する」
「家の２階以上に垂直避難する」「避難場所にこだわらず安全な場所（親戚の家等）に避難する」と回答された方に
お聞きします。避難を開始するタイミングについて、お考えに最も近いものを選んでください。 （複数回答）

１．警戒レベル３の「高齢者等避難※」
が発令された

２．警戒レベル４の「避難指示※」が
発令された

３．警戒レベル５の「緊急安全確保※」
が発令された

４．「大雨警報」「洪水警報」が発表された
（警戒レベル３相当情報）

５．「土砂災害警戒情報」が発表された
（警戒レベル４相当情報）

６．「大雨特別警報」が発表された
（警戒レベル5相当情報）

７．自宅の周辺で浸水が発生するなど
危険が迫ってきた

８．近所の人が避難をはじめた

９．その他
0.9％

24.4％

46.6％

18.8％

11.5%

4.7%

32.9%

48.7%

16.2%

2.3％

23.0％

38.7％

9.7％

8.8%

3.2%

29%

48.4%

18.9%

0 10 20 30 40 50(％)

R1

R4

R5

15.1%

R１ R４

選択肢２と３の両方に回答した方の割合は、R4は8.7％でR5は11.8％でした。また、選択肢２には回答せず
選択肢３に回答した方の割合は、R4は17.4％でR5は17.6％でした。
→「避難指示※」の発令や「土砂災害警戒情報」の発表をもって避難開始のタイミングを判断している方の割合
が増加傾向にある一方で、「緊急安全確保」の発令を待ってから避難すると考える方の割合は横ばいです。

※ R1実施時は、警戒レベル３：「避難準備・高齢者等避難開始」、警戒レベル４：「避難勧告」、警戒レベル５：「避難指示」

避難情報の発令

気象情報の発表

自宅近辺の様子

アンケート 【問６】

豪雨災害時の情報取得手段としてよく活用しているものを教えてください。（複数回答）

１．テレビ

２．ラジオ

３．インターネット（Webサイト閲覧）

４．ＳＮＳ（X（旧Twitter）、フェイスブック等）

５．防災アプリ

６．メール配信サービス

（しらしがメール、市町のメール配信サービス）

7.緊急速報メール

8．防災無線

9．道路沿いなどにある雨量情報表示板

10．特になし

11．その他
0％

0.4％

4.6％

18.7％

42.4%

36.6%

38.5%

23.3%

65.6%

13.7%

76%

0.4％

0.8％

3.8％

19.6％

39.2%

32.9%

25.8%

65.8%

20%

79.6%

0 15 30 45 60 75 90

(％)

R1

R4

R5

メディア媒体

ネット媒体

アンケート 【問７】

洪水から命や財産を守るため、あなたは県や市町の行政に対してどのような取り組みを望まれますか。
重視して進めるべきと考えるものを選んでください。（複数回答、３つまで）

１．消防団や自主防災組織等の育成強化

２．洪水が発生した時の対処方法を学ぶ
定期的な訓練

３．避難場所や避難経路が分かる地図
などの情報提供

４．河川の水位や雨量など危険を
知らせてくれる情報

５．学校等での防災教育

６．避難道路や避難拠点施設などの
整備

７．雨水貯留や浸透舗装などの整備

８．氾濫しにくくするための河川の整備

９．川の中に繁茂した草木や土砂などの
撤去

１０．その他 1.9％

21.8％

38.5％

24％

27.5%

16.4%

38.2%

29.8%

29%

21%

1.7％

29.2％

39.6％

24.6％

21.7%

14.6%

45.8%

33.3%

27.9%

20.4%

0 10 20 30 40 50(％)

R1

R4

R5

25.1%

29.9%

40.2%

16.2%

24.3%

24.6%

37.2%

26.5%

5.3%

ハード対策

ソフト対策

知っている

49.2%

知らなかった

（このアンケートで

初めて知った）

50.8%

R5

35%

35.7%

9.3%

4.5%

10%

40.8%

19%

1.9%

82.4%

24.3%

72.3%

22.6%

31.3%

41.9%

11.7%

1.7%

1.4%

0.8%

21.5%

※「7.緊急速報メール」はR5より追加



リスクを確認した

ことがある

61.5%

リスクを確認した

ことがない

38.5%

豪雨災害に関する意識についてのアンケート結果（抜粋）

アンケート （湖東圏域）【問１】

近年、全国各地で水害や土砂災害が毎年発生しており、報道等により事前にリスクを確認するよう広報されていますが、
あなたはご自宅のリスクを確認したことがありますか。 （単一回答）

リスクを確認した

ことがある

71.0%

リスクを確認した

ことがない

29.0%

リスクを確認した

ことがある

75.0%

リスクを確認した

ことがない

25.0%

問１で「リスクを確認したことがある」と回答された方にお聞きします。それはどのような方法で確認しましたか。 （複数回答）

6.3％

25％

68.8％

68.8％

0.0％

40.9％

36.4％

81.8％

0 20 40 60 80 100(％)

R1

R4

R5

１．市町が配布した

洪水ハザードマップ（防災マップ）

２．市町のホームページ
（インターネット）

３．滋賀県防災情報マップ

（インターネット）

４．その他

市町が発信する情報（洪水ハザードマップや
ホームページ）を確認した方の割合が増加傾向にある

問１で「リスクを確認したことがない」と回答された方にお聞きします。自宅のリスクを確認しない理由は何ですか。（複数回答）

20％

20％

50％

20.0％

30%

25.0％

50％

25％

25％

0 10 20 30 40 50(％)

R1

R4

R5

44.4%

１.自宅は被害に遭わないと思っているから

２.ハザードマップ（防災マップ）を
持っていないから

３.リスクを確認する方法を知らないから

4.ハザードマップ（防災マップ）を
持っているが見方がわからないから

5.その他

R１ R5

「ハザードマップを持って
いない」と回答した方の
割合が増加

リスクを確認する方法を知らない
方の割合が増加

R４

８５．２%

１８．５%

２２．２%

０．０%

44.4%

11.1%

0.0%

0.0%

アンケート （湖東圏域）【問2】

アンケート （湖東圏域）【問3】

湖東圏域分のアンケート結果

前述の滋賀県全域のアンケート結果から、湖東圏域分のみ抽出し、
湖東圏域の特徴の整理を行った。
その結果について、以下に整理した。

◇湖東圏域のアンケート結果の特徴

①事前にリスクの確認を行っている人が滋賀県全域では、若干
増加傾向がみられるものの、湖東圏域では、年々減少傾向がある。
→【問１】

②リスクを確認したことがない人の自宅のリスクを確認しない理由
は、「リスクを確認する方法を知らないから」が最も多く、滋賀県
全域の理由である「ハザードマップ（防災マップ）を持っていない
から」と異なる結果となった。→【問３】

③県や市町の行政に対してどのような取り組みを望むかについて
は、ソフト対策については、「洪水が発生した時の対処方法を学ぶ
定期的な訓練」、ハード対策については、「氾濫しにくくするための
河川の整備」を求める回答が滋賀県全域の平均より多かった。
→【問７】

④そのほかのアンケート項目については、滋賀県全域の結果と同様
の傾向を示した。

R1年度実施 R4年度実施 R5年度実施

調査時期 10月 11月 11月

湖東圏域
対象者

３６人 ３１人 ２６人

10･20歳代

2.8%

30歳代

25.0%

40歳代

36.1%

50歳代

16.7%

60歳代

16.7%

70歳以上

2.8%

年齢

10･20歳代

6.4%

30歳代

19.4%

40歳代

25.8%

50歳代

16.1%

60歳代

12.9%

70歳以上

12.9%

10･20歳代

6.4%

30歳代

34.6%

40歳代

19.2%

50歳代

15.4%

60歳代

15.4%

70歳以上

7.7%

R1 R4 R5

年齢
年齢



豪雨災害に関する意識についてのアンケート結果（抜粋）

滋賀県では、大きな河川の氾濫だけではなく身近な水路や小河川の氾濫も含めた「地先の安全度マップ」という
水害リスク図を公表しています。あなたは、「地先の安全度マップ」を知っていますか。 （単一回答）

知っている

35.5%

知らなかった

（このアンケートで

初めて知った）

64.5%

知っている

36.1%

知らなかった

（このアンケートで

初めて知った）

63.9%

横這い傾向

豪雨により自分の周りで水害や土砂災害の危険性が高くなってきた場合、 「指定された避難場所に避難する」
「家の２階以上に垂直避難する」「避難場所にこだわらず安全な場所（親戚の家等）に避難する」と回答された方に
お聞きします。避難を開始するタイミングについて、お考えに最も近いものを選んでください。 （複数回答）

１．警戒レベル３の「高齢者等避難※」
が発令された

２．警戒レベル４の「避難指示※」が
発令された

３．警戒レベル５の「緊急安全確保※」
が発令された

４．「大雨警報」「洪水警報」が発表された
（警戒レベル３相当情報）

５．「土砂災害警戒情報」が発表された
（警戒レベル４相当情報）

６．「大雨特別警報」が発表された
（警戒レベル5相当情報）

７．自宅の周辺で浸水が発生するなど
危険が迫ってきた

８．近所の人が避難をはじめた

９．その他
0％

18.2％

45.5％

9.1％

9.1%

0%

27.3%

9.1%

0.0％

39.3.0％

39.3％

10.7％

10.7%

7.1%

25%

17.9%

0 10 20 30 40 50(％)

R1

R4

R5

12.1%

53.6%

R１ R４

選択肢２と３両方に回答した方の割合は、R4は１０．７％でR5は１３．６％でした。また、選択肢２には回答せず
選択肢３に回答した方の割合は、R４は１４．３％でR５は１３．６％でした。
→「避難指示※」の発令や「土砂災害警戒情報」の発表をもって避難開始のタイミングを判断している方の割合
が増加傾向にある一方で、「緊急安全確保」の発令を待ってから避難すると考える方の割合は横ばいです。
また、「避難指示※」の発令で避難するタイミングと回答した方の割合が、滋賀県全域の平均値より高い傾向
を示しています。

※ R1実施時は、警戒レベル３：「避難準備・高齢者等避難開始」、警戒レベル４：「避難勧告」、警戒レベル５：「避難指示」

避難情報の発令

気象情報の発表

自宅近辺の様子

豪雨災害時の情報取得手段としてよく活用しているものを教えてください。（複数回答）

１．テレビ

２．ラジオ

３．インターネット（Webサイト閲覧）

４．ＳＮＳ（X（旧Twitter）、フェイスブック等）

５．防災アプリ

６．メール配信サービス

（しらしがメール、市町のメール配信サービス）

7.緊急速報メール

8．防災無線

9．道路沿いなどにある雨量情報表示板

10．特になし

11．その他
0％

0％

3.8％

19.2％

34.6%

42.3%

11.5%

73.1%

3.8%

69.2%

0.0％

0％

0％

16.1％

0%

19.4%

29%

16.1%

61.3%

29%

74.2%

0 15 30 45 60 75 90

(％)

R1

R4

R5

メディア媒体

ネット媒体

洪水から命や財産を守るため、あなたは県や市町の行政に対してどのような取り組みを望まれますか。
重視して進めるべきと考えるものを選んでください。（複数回答、３つまで）

１．消防団や自主防災組織等の育成強化

２．洪水が発生した時の対処方法を学ぶ
定期的な訓練

３．避難場所や避難経路が分かる地図
などの情報提供

４．河川の水位や雨量など危険を
知らせてくれる情報

５．学校等での防災教育

６．避難道路や避難拠点施設などの
整備

７．雨水貯留や浸透舗装などの整備

８．氾濫しにくくするための河川の整備

９．川の中に繁茂した草木や土砂などの
撤去

１０．その他 3.8％

19.2％

50％

11.5％

15.4%

19.2%

38.5%

15.4%

34.6%

23.1%

3.2％

29％

32.3％

25.8％

6.5%

12.9%

38.7%

32.3%

38.7%

19.4%

0 10 20 30 40 50(％)

R1

R4

R5

22.2%

11.1%

44.4%

16.7%

13.9%

22.2%

36.1%

19.4%

11.1%

ハード対策

ソフト対策

知っている

38.5％

知らなかった

（このアンケートで

初めて知った）

61.5%

R5

30.3%

30.3%

3.0%

0.0%

9.1%

42.4%

21.2%

6.1%

75.0%

16.7%

75.0%

13.9%

19.4%

30.6%

5.6%

2.8%

5.6%

0%

13.9%

※「7.緊急速報メール」はR5より追加

54.5%

23.1%

アンケート （湖東圏域）【問4】

アンケート （湖東圏域）【問5】

アンケート （湖東圏域）【問6】

アンケート （湖東圏域）【問7】


